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広  報

第13回全国離島交流中学生野球大会

vol.03 住もうディ！便り 龍郷町プレミアム商品券
2022.８月～駐在員紹介 人事行政の運営等の状況
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10月号令和４年

龍郷町の人口　令和４年８月末現在(前年比)　3,148世帯（-8） 男2,894人（-37） 女3,111人（-21） 計6,005人（-58）
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龍郷町の話題

　全国離島交流中学生野球大会（通称「離島甲子園」）は、野球を通じて「島」と「島」の交流を図るこ
とにより、将来を通じた離島地域の振興に寄与することを目的とした大会です（HPより一部抜
粋）。龍郷選抜チームは令和元年に初参加、以後コロナ禍により中止が続き、今回で２度目の参加と
なりました。結果は惜しくも１回戦敗退となりましたが、他離島の選手たちとの交流により、多く
の学びがあったと思います。次回開催は奄美大島５市町村で実行委員会を組織し、受け入れること
が決定してます。参加選手（学年）※登録順、敬称略…白畑 優杏（龍南２）／龍 萌々香（龍南２）／河
波 真心（龍南３）／鈴木 雅久（赤徳２）／里山 想（赤徳１）／岩崎 悠泰（龍南３）／清田 明日輝（龍南
３）／松村 玲央（赤徳２）／泰江 琉翔夢（龍南２）／山田 隆継（龍南３）／山口 大虎（龍南１）／正岡 
亮（龍南１）／奥 琥天（龍南１）／川畑 晴寿（赤徳１）／近藤 地浩（赤徳１）／金井 直志朗（龍南１）

８.23~ 新潟県佐渡市開催　国土交通大臣杯「第１３回全国離島交流中学生野球大会」

離島甲子園に龍郷選抜チーム出場　来年は奄美大島で開催

秋名アラセツ行事

平瀬マンカイのみ開催

　コロナ禍により３年連続ショチョガマは中止、
平瀬マンカイは関係者のみで行われました。祭事
の前には平瀬マンカイ継続に尽力したとして、龍
宮スガ子さん（幾里）と山田仁司さん（秋名）に秋
名アラセツ保存会の窪田圭喜会長から感謝状が
贈呈されました。

８.31

第46回国際伝統音楽学評会議inポルトガル

奄美の島唄を世界に発信

　
８.９

世界自然遺産シリーズ

奄美の動植物記念切手贈呈

　大勝郵便局の重原幸和局長が役場を訪問し、
切手を贈呈いただきました。同切手は世界自然
遺産シリーズ第14集の特殊切手。奄美大島、徳
之島、沖縄島北部及び西表島を題材としてお
り、10種類の動植物が描かれています。

　成瀬茉倫さん（芦徳出身）がポルトガルで奄美
の島唄をテーマにワークショップを開催。唄や
踊り、三線を参加者に楽しんでもらったことを
町長に報告しました。「大変頼もしい。どんどん
PRしてほしい」と町長は激励しました。

８.10

※大会参加にあたり龍郷町ふるさと納税を活用しました。皆さまのご寄付に感謝申し上げます。
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龍郷町の話題

　全国離島交流中学生野球大会（通称「離島甲子園」）は、野球を通じて「島」と「島」の交流を図るこ
とにより、将来を通じた離島地域の振興に寄与することを目的とした大会です（HPより一部抜
粋）。龍郷選抜チームは令和元年に初参加、以後コロナ禍により中止が続き、今回で２度目の参加と
なりました。結果は惜しくも１回戦敗退となりましたが、他離島の選手たちとの交流により、多く
の学びがあったと思います。次回開催は奄美大島５市町村で実行委員会を組織し、受け入れること
が決定してます。参加選手（学年）※登録順、敬称略…白畑 優杏（龍南２）／龍 萌々香（龍南２）／河
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亮（龍南１）／奥 琥天（龍南１）／川畑 晴寿（赤徳１）／近藤 地浩（赤徳１）／金井 直志朗（龍南１）

８.23~ 新潟県佐渡市開催　国土交通大臣杯「第１３回全国離島交流中学生野球大会」

離島甲子園に龍郷選抜チーム出場　来年は奄美大島で開催

秋名アラセツ行事

平瀬マンカイのみ開催

　コロナ禍により３年連続ショチョガマは中止、
平瀬マンカイは関係者のみで行われました。祭事
の前には平瀬マンカイ継続に尽力したとして、龍
宮スガ子さん（幾里）と山田仁司さん（秋名）に秋
名アラセツ保存会の窪田圭喜会長から感謝状が
贈呈されました。
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第46回国際伝統音楽学評会議inポルトガル

奄美の島唄を世界に発信

　
８.９

世界自然遺産シリーズ

奄美の動植物記念切手贈呈

　大勝郵便局の重原幸和局長が役場を訪問し、
切手を贈呈いただきました。同切手は世界自然
遺産シリーズ第14集の特殊切手。奄美大島、徳
之島、沖縄島北部及び西表島を題材としてお
り、10種類の動植物が描かれています。

　成瀬茉倫さん（芦徳出身）がポルトガルで奄美
の島唄をテーマにワークショップを開催。唄や
踊り、三線を参加者に楽しんでもらったことを
町長に報告しました。「大変頼もしい。どんどん
PRしてほしい」と町長は激励しました。
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※大会参加にあたり龍郷町ふるさと納税を活用しました。皆さまのご寄付に感謝申し上げます。
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2022.8月～
駐在員紹介
任期：令和４年８月～令和６年７月

各集落の駐在員の方々です。
宜しくお願いします。

秋名
成 海  博 文

幾里
隈元 信一郎

集落の安心安全
な町づくりと地
域活性化に努め
ていきたいと思
います。

２期目になりま
す。集落運営等
に今後ともご理
解とご協力をお
願いします。

嘉渡
牧  重 和
新しく駐在員と
な り ま し た。
色々な所でのご
指導を宜しくお
願いします。

円
村 田  貞 雄
４期目に突入し
ました村田貞雄
です。２年間頑
張りますのでよ
ろしく。

安木屋場
阿世知 正博
集落の文化継承
の為頑張りま
す。

龍郷
國 分  邦 一
はじめての駐在
員就任ですが精
一杯努めてまい
ります。

久場
松 崎  俊 一
集落住民と協力
しながら住みよ
い集落を目指し
て頑張ります。

瀬留
惠 島  廣 光
駐在員として自
覚を持ち集落の
方と協力して頑
張っていきま
す。

玉里
長田 也寸夫
駐在員として集
落をまとめ行政
とのパイプ役と
して活動運営に
努めます。

屋入
岡山 チカ子
駐在員として集
落のまとめ役、
行政との連絡の
役目をしっかり
頑張ります。

浦
前 田  博 仁
集落の方々の協
力を頂きながら
より良い集落を
作っていきま
す。

大勝
明  勇 夫
龍郷町の為、大
勝集落の為頑張
ります。

川内
山 田  富 重
２年間頑張り
ます。

中勝
中 田  留 弘
コロナ禍の中
で大変ですが、
安 心・安 全 な
集落運営に努
めます。

下戸口
山 口  利 博
今後２年間よろ
しく。

中戸口
植 田  敏 博
初心忘れず頑張
ります。

上戸口
泉  一 成
コロナに負けず
頑張っていきま
す。

手広
森  悦 賢
２期目も頑張り
ます。

赤尾木
渡  美 範
新たな発想で新
たな集落づくり
にチャレンジし
てまいります。

芦徳
池 岡  広 典
２年間集落の為
に頑張っていき
ます。



-5- Tatsugo

令
和
４
年

10
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

交
通
事
故
防
止

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

住
も
う
デ
ィ
！

便
り

男
女
共
同
参
画

ふ
る
さ
と
納
税

人
事
行
政
の

運
営
の
状
況

駐
在
員
紹
介

ト
ピ
ッ
ク
ス

柳
田
橋
工
事

通
行
止
め

そ
の
他

お
知
ら
せ

北
大
島
保
護
区

保
護
司
会

｢龍郷町における人事行政の運営等の状況の公表に関する条例｣に基づき、公表します。

職員の任免及び職員数

職員の人事評価

職員の給与

職員の勤務時間、その他の勤務条件

103名
令和2年4月1日

現在職員数

退職・新規採用等の状況

職員数に関する状況（各年４月１日現在）

人件費の状況（普通会計決算）

職員給与費の状況（普通会計決算）

職員の平均給与月額（令和３年４月１日現在）

職員の初任給の状況（令和3年４月１日現在）

行政職給料表適用職員の級別職員数の状況（令和3年４月１日現在）

職員期末・勤勉手当の状況（令和3年度）

職員の勤務時間の状況

休暇等の取得状況（令和3年１月１日～令和3年12月31日）

休暇制度の状況　年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇、組合休暇があります。

特別職の報酬等の状況

①一般行政職 ②技能労務職

年齢別職員構成の状況（令和３年４月１日現在）

令和2年度
7名

退職者数
7名

令和2年度

新規採用者数

令和3年4月1日

現在職員数
103名

合　　計
103 103

〔　141　〕 〔　141　〕

7 7 0

小 計

下 水 道 1 1 0公営企業等

会計部門

水 道 4 4

国 保 ・ 介 護
12 12 0

0

12 10

1

23

1

81

12 10

小 計

2

特別行政

部門

一

般

行

政

部

門

議 会

7

総 務

衛 生 5

3

土 木

小 計 79

11

教 育

8

△ 2

税 務 5 5

商 工 4
農 林 水 産 10

2

22

令和3年

民 生
△ 2

25

1

3

26

1

△ 1

対前年

増減数

0

1

0

1

△ 2

　　　　　　　　区　　分

部　　門 令和2年

職 員 数

（注）１.職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する

休職者、派遣職員等を含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

２.[     ]内は、条例定数の合計です。職員等を含み、臨時又は非常勤職員

を除いています。　　　

（注）１．龍郷町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。　

（参考）年間支給月数は4.45月ですが、勤勉手当は職員の勤務成績に応じて支給されていま

す。また、職務上の段階や職務の級などにより加算措置があります。　

注　令和３年４月１日時点の通常勤務職員です。

（参考）　職務の級による加算措置があります。

※保健師（1名）及び技能労務職員（1

名）については、適用給料表が異なる

ため除いています。

（注）１.職員手当には退職手当を含みません。

２.職員数は、令和２年４月1日現在の人数である。　　　

３.給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員(短時間勤務)）

の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいない。

（注）１.「平均給料月額」とは、令和３年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。

人 人 人 人人 人

～ ～～ ～

計

27歳 31歳 35歳 39歳 43歳
～ ～ ～

0 103

10 12 10

59歳 以上

人 人

8 15

55歳

36歳 40歳

44歳

～

6 15

～

52歳

区　分

19歳 24歳 28歳 32歳

23歳

区　分

48歳

12 8

51歳47歳

職員数

職員数
7

56歳 60歳

人 人人 人

～

評定名 対象者 評価項目及び実施機関

能力評価:令和3年4月1日～令和4年3月31日

業績評価:令和3年4月1日～令和4年3月31日
人事評価 全職員

歳 円

歳 円

歳 円

歳 円

区 分 平 均 年 齢 平均給料月額

298,866

龍郷町

41.7

293,80040.9

類似団体

325,82743.0国

鹿児島県 44.2 315,000

歳 円

歳 円

歳 円

歳 円

歳 円

296,900

50.9 286,947

270,035

平均給料月額　　　　　　区　　分 平　均　年　齢

45.0民間事業者平均

龍郷町 58.3

50.0

207,800

鹿児島県 55.6 319,600

国

類似団体

150,600円

国

大学卒182,200円

龍郷町

182,200円

150,600円

区　　　分

大学卒

区　　　分

一般行政職
（初級）高校卒 高校卒

一般行政職

経験年数30年

250,700円 370,400円 393,000円

経験年数10年 経験年数20年

23４,300円 287,200円 377,900円

3級

係長

1級

課長補佐
主　幹

課　長
参　事

4級 5級

標準的な
職務内容

主事
技師

主査

区分

14.9%

6級

24.8%

16人

13.9%

16人25人

15.8%15.8%

2級

15人職員数 14人

14.8%構成比

15人

主事
主事補

2.300

2.225

4.450

2.225

4.450

６月期

12月期

1.275 1.075

区分

一般職員 特定職員

2.550

2.225

2.150

2.2250.950 1.150

1.900

計

本　　　町

計

1.275 1.075

勤勉手当（月分）期末手当（月分）

0.950 1.150

特定職員 一般職員 特定職員一般職員

円

円

円

円

円

円

支給割合

期末手当

議 長

教育長

305,000

510,300

副議長 252,000
報

酬

3.35月分

229,000

684,900

議 員

540,000

給料月額等

副町長

区　　　分

町 長
給

料

区分 期末手当（月分）

一般職員 特定職員

国

2.3

12月期

勤勉手当（月分）

一般職員

（成績に応じて1.9月の範囲内） （成績に応じて2.3月の範囲内）
1.275

0.950

６月期
（成績に応じて2.3月の範囲内）

1.275
0.950 1.150

特定幹部

1.075
（成績に応じて1.9月の範囲内）

2.550

1.075
1.150

2.150
1.9

（成績に応じて4.60月の範囲内）
計

（成績に応じて3.8月の範囲内）

休憩時間

日曜日　土曜日

週休日区分
１週間の勤務

時間
始業 終業

12：00～13：0017:15職員の勤務時間 38時間45分 8:30

組 合 休 暇

0人介 護 休 暇

12.1日年 次 有 給 休 暇 （ 年 平 均 ）

全体休 暇 等 の 取 得 状 況

0人

人件費率 （参考）

元年度の人件費率

1,030,43381,974

　　　　　Ｂ／Ａ　　　

15.2%
令和２年度

人　

実 質 収 支

（R3年1月1日）

　　　　　　　　　　　％

13.0

　　　　　千円 　　　　　千円

人 件 費

　　　　　　Ｂ

　　　　　　％

6,040 6,787,705

歳 出 額

　　　　　　Ａ

住民基本台帳人口

　　　　　　　千円

区　　分

一人当たり給与費職員数

125,476

期末・勤勉手当

91

　　　　　　Ａ 計　　Ｂ

区分

484,974

給　 料 　　　　　　　　Ｂ／Ａ　　

5,329325,556令和２年度

職員手当

給 与 費

33,942

特 別 休 暇
選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故その他の特別の事由によ

り職員が勤務しないことが相当であると認められる場合

育 児 休 業
3歳に満たない子を養育するため、子が3歳に達する日までの期間を限

度として、職務に従事しないことを可能とする制度です。

職員が負傷又は疾病のため療養する必要があり、その勤務しないこと

がやむを得ないと認められる場合

職員が、登録された職員団体の規約に定める期間で構成員として当該

機関の業務に従事する場合

名 称

病 気 休 暇

無給

介 護 休 暇

職員が、負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障がある配

偶者、父母等の介護をするため、勤務しないことが相当であると認めら

れる場合

連続する6月の期間

内において必要と認

められる期間

勤務しない時間

当たりの給与額

を減額

組 合 休 暇

要件

20日/年 繰越あり

備考

年 次 有給 休暇 1年につき20日。前年に未使用日数がある場合、最大20日を翌年に繰越。

無給

結核性疾患　12月

その他　　90日

3年

期間については定め

られている

付与期間

30日/年
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｢龍郷町における人事行政の運営等の状況の公表に関する条例｣に基づき、公表します。

職員の任免及び職員数

職員の人事評価

職員の給与

職員の勤務時間、その他の勤務条件

103名
令和2年4月1日

現在職員数

退職・新規採用等の状況

職員数に関する状況（各年４月１日現在）

人件費の状況（普通会計決算）

職員給与費の状況（普通会計決算）

職員の平均給与月額（令和３年４月１日現在）

職員の初任給の状況（令和3年４月１日現在）

行政職給料表適用職員の級別職員数の状況（令和3年４月１日現在）

職員期末・勤勉手当の状況（令和3年度）

職員の勤務時間の状況

休暇等の取得状況（令和3年１月１日～令和3年12月31日）

休暇制度の状況　年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇、組合休暇があります。

特別職の報酬等の状況

①一般行政職 ②技能労務職

年齢別職員構成の状況（令和３年４月１日現在）

令和2年度
7名

退職者数
7名

令和2年度

新規採用者数

令和3年4月1日

現在職員数
103名

合　　計
103 103

〔　141　〕 〔　141　〕

7 7 0

小 計

下 水 道 1 1 0公営企業等

会計部門

水 道 4 4

国 保 ・ 介 護
12 12 0

0

12 10

1

23

1

81

12 10

小 計

2

特別行政

部門

一

般

行

政

部

門

議 会

7

総 務

衛 生 5

3

土 木

小 計 79

11

教 育

8

△ 2

税 務 5 5

商 工 4
農 林 水 産 10

2

22

令和3年

民 生
△ 2

25

1

3

26

1

△ 1

対前年

増減数

0

1

0

1

△ 2

　　　　　　　　区　　分

部　　門 令和2年

職 員 数

（注）１.職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する

休職者、派遣職員等を含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

２.[     ]内は、条例定数の合計です。職員等を含み、臨時又は非常勤職員

を除いています。　　　

（注）１．龍郷町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。　

（参考）年間支給月数は4.45月ですが、勤勉手当は職員の勤務成績に応じて支給されていま

す。また、職務上の段階や職務の級などにより加算措置があります。　

注　令和３年４月１日時点の通常勤務職員です。

（参考）　職務の級による加算措置があります。

※保健師（1名）及び技能労務職員（1

名）については、適用給料表が異なる

ため除いています。

（注）１.職員手当には退職手当を含みません。

２.職員数は、令和２年４月1日現在の人数である。　　　

３.給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員(短時間勤務)）

の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいない。

（注）１.「平均給料月額」とは、令和３年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。

人 人 人 人人 人

～ ～～ ～

計

27歳 31歳 35歳 39歳 43歳

～ ～ ～

0 103

10 12 10

59歳 以上

人 人

8 15

55歳

36歳 40歳

44歳

～

6 15

～

52歳

区　分

19歳 24歳 28歳 32歳

23歳

区　分

48歳

12 8

51歳47歳

職員数

職員数
7

56歳 60歳

人 人人 人

～

評定名 対象者 評価項目及び実施機関

能力評価:令和3年4月1日～令和4年3月31日

業績評価:令和3年4月1日～令和4年3月31日
人事評価 全職員

歳 円

歳 円

歳 円

歳 円

区 分 平 均 年 齢 平均給料月額

298,866

龍郷町

41.7

293,80040.9

類似団体

325,82743.0国

鹿児島県 44.2 315,000

歳 円

歳 円

歳 円

歳 円

歳 円

296,900

50.9 286,947

270,035

平均給料月額　　　　　　区　　分 平　均　年　齢

45.0民間事業者平均

龍郷町 58.3

50.0

207,800

鹿児島県 55.6 319,600

国

類似団体

150,600円

国

大学卒182,200円

龍郷町

182,200円

150,600円

区　　　分

大学卒

区　　　分

一般行政職
（初級）高校卒 高校卒

一般行政職

経験年数30年

250,700円 370,400円 393,000円

経験年数10年 経験年数20年

23４,300円 287,200円 377,900円

3級

係長

1級

課長補佐
主　幹

課　長
参　事

4級 5級

標準的な
職務内容

主事
技師

主査

区分

14.9%

6級

24.8%

16人

13.9%

16人25人

15.8%15.8%

2級

15人職員数 14人

14.8%構成比

15人

主事
主事補

2.300

2.225

4.450

2.225

4.450

６月期

12月期

1.275 1.075

区分

一般職員 特定職員

2.550

2.225

2.150

2.2250.950 1.150

1.900

計

本　　　町

計

1.275 1.075

勤勉手当（月分）期末手当（月分）

0.950 1.150

特定職員 一般職員 特定職員一般職員

円

円

円

円

円

円

支給割合

期末手当

議 長

教育長

305,000

510,300

副議長 252,000
報

酬

3.35月分

229,000

684,900

議 員

540,000

給料月額等

副町長

区　　　分

町 長
給

料

区分 期末手当（月分）

一般職員 特定職員

国

2.3

12月期

勤勉手当（月分）

一般職員

（成績に応じて1.9月の範囲内） （成績に応じて2.3月の範囲内）
1.275

0.950

６月期
（成績に応じて2.3月の範囲内）

1.275
0.950 1.150

特定幹部

1.075
（成績に応じて1.9月の範囲内）

2.550

1.075
1.150

2.150
1.9

（成績に応じて4.60月の範囲内）
計

（成績に応じて3.8月の範囲内）

休憩時間

日曜日　土曜日

週休日区分
１週間の勤務

時間
始業 終業

12：00～13：0017:15職員の勤務時間 38時間45分 8:30

組 合 休 暇

0人介 護 休 暇

12.1日年 次 有 給 休 暇 （ 年 平 均 ）

全体休 暇 等 の 取 得 状 況

0人

人件費率 （参考）

元年度の人件費率

1,030,43381,974

　　　　　Ｂ／Ａ　　　

15.2%
令和２年度

人　

実 質 収 支

（R3年1月1日）

　　　　　　　　　　　％

13.0

　　　　　千円 　　　　　千円

人 件 費

　　　　　　Ｂ

　　　　　　％

6,040 6,787,705

歳 出 額

　　　　　　Ａ

住民基本台帳人口

　　　　　　　千円

区　　分

一人当たり給与費職員数

125,476

期末・勤勉手当

91

　　　　　　Ａ 計　　Ｂ

区分

484,974

給　 料 　　　　　　　　Ｂ／Ａ　　

5,329325,556令和２年度

職員手当

給 与 費

33,942

特 別 休 暇
選挙権の行使、結婚、出産、交通機関の事故その他の特別の事由によ

り職員が勤務しないことが相当であると認められる場合

育 児 休 業
3歳に満たない子を養育するため、子が3歳に達する日までの期間を限

度として、職務に従事しないことを可能とする制度です。

職員が負傷又は疾病のため療養する必要があり、その勤務しないこと

がやむを得ないと認められる場合

職員が、登録された職員団体の規約に定める期間で構成員として当該

機関の業務に従事する場合

名 称

病 気 休 暇

無給

介 護 休 暇

職員が、負傷、疾病又は老齢により日常生活を営むのに支障がある配

偶者、父母等の介護をするため、勤務しないことが相当であると認めら

れる場合

連続する6月の期間

内において必要と認

められる期間

勤務しない時間

当たりの給与額

を減額

組 合 休 暇

要件

20日/年 繰越あり

備考

年 次 有給 休暇 1年につき20日。前年に未使用日数がある場合、最大20日を翌年に繰越。

無給

結核性疾患　12月

その他　　90日

3年

期間については定め

られている

付与期間

30日/年
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職員の休業

職員の分限及び懲戒処分

職員の服務

職員の退職管理

職員の研修

職員の福祉及利益の保護 その他の事項

　地方公務員法第30条の規定により、職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、職
務遂行に当たっては全力を挙げてこれに専任しなければならないとされています。
　この服務の根本基準を実行するために、職員には地方公務員法の規定により次のような職務上
の義務があります。
　法令及び上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜の禁止、秘密を守る義務、職務に専念する義
務、政治的行為等の制限、争議行為等の禁止、営利企業等の従事制限。

令和３年度においては勤務条件に関す
る措置の要求の状況及び不利益処分に
関する不服申立てはありませんでした。

取得状況

（令和3年度）

2人

0人

付与日数・機関等休業

育児休業

部分休業

子が3歳に達する日まで

1日に2時間以内・子が小学校就学に始期に達するまで

降任 降給

0人 0人 0人 8人

休職 合計

8人

免職

職員の分限処分の状況（令和3年度） 職員の懲戒処分の状況（令和3年度）

（注）分限休職処分については、地公法第28条第2項第1号に

よる長期病気休職事由による延べ人数。

（注）　人間ドック以外は，会計年度任用職員を含みます。　

職員の研修の状況（平成31年４月１日～令和２年３月31日）

福利厚生制度の概要　健康診断等の状況（令和３年度実績）

令和２年度退職者 （単位：人）

0人

停職 減給 戒告

0人 0人 0人 0人

合計免職

一般行政職以外

2人

－ － － －－

6人 3人 － 1人一般行政職

区分 退職者数
再任用職員

会計年度

任用職員

うち再就職者数

その他の団体

（民間企業等）

自営業又は

未就労

受講者

職場内研修

4人

主催者

鹿児島県

自治研修センタークレーム対応研修

意思決定

一般研修

研修の区分

特別研修

研修の内容等

新規採用職員研修

一般職員研修

新任主査研修、新任係長研修

行政に生かせる経済知識

パソコン研修

3人

11人

3

5人

7人

7人

49人

鹿児島県町村会

龍郷町若手研修会、心のバリアフリー

ス ト レ ス チ ェ ッ ク 229人

48人

91人

定 期 健 康 診 断

受診者数

185人
区 分

結 核 検 診

人 間 ド ッ ク
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冨
居「
こ
れ
ま
で
の
経
歴
を
教
え
て
下
さ
い
。」 

榊「
笠
利
町
の
出
身
で
す
。高
校
卒
業
後
、熊

本
国
税
局
に
勤
め
８
年
前
に
帰
郷
し
ま

し
た
。そ
の
後
奄
美
市
に
あ
る
税
理
士

事
務
所
で
勤
務
し
て
、開
業
す
る
こ
と

に
至
り
ま
し
た
。」 

森「
身
近
に
税
理
士
が
い
る
と
い
う
の
は
心

強
い
で
す
。空
き
家
に
関
し
て
、税
理
士

は
ど
の
よ
う
な
場
面
で
の
関
わ
り
が
あ

り
ま
す
か
？
」 

榊「
不
動
産
の
売
却
や
、贈
与
、相
続
が
あ
っ

た
時
に
課
税
さ
れ
る
の
か
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。不
動
産
は
登
記
が

必
要
に
な
る
た
め
、司
法
書
士
の
先
生
に

つ
な
い
で
話
を
進
め
る
場
合
も
あ
り
ま

す
ね
。登
記
が
済
ん
だ
後
に
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、こ
の
場
合
は

特
例
措
置(
後
述
)の
要
件
を
満
た
さ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
不
動
産

相
続
の
あ
っ
た
日
か
ら
３
年
目
の
年
末
ま
で

に
空
き
家
を
譲
渡
し
た
場
合
に
適
用
で
き
ま

す
。ま
た
、空
き
家
と
そ
の
敷
地
を
相
続
し
た

方
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、共
有
名
義
で
相

続
し
た
の
ち
に
譲
渡
し
た
場
合
は
、そ
れ
ぞ

れ
に
こ
の
特
例
の
３
０
０
０
万
円
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。こ
の
他
に
、耐
震
性
の
あ
る
建

物
で
あ
る
こ
と
な
ど
、い
く
つ
か
要
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、事
前
の
相
談
で
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
確
認
さ
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま

す
。」 

森
「
特
例
措
置
制
度
の
資
料
を
見
ま
し
た
が
、

内
容
は
難
し
い
で
す
ね
。
も
う
少
し
わ
か

り
や
す
く
な
る
と
い
い
の
で
す
が…

…

。」 

の
売
却
や
相
続
に
な
る
前
に
早
め
に
相

談
に
来
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
か
と
思

い
ま
す
。」 

冨
居「
早
め
の
相
談
が
大
事
な
の
で
す
ね
。家

族
が
集
ま
る
機
会
に
、家
の
話
を
す
る

と
い
う
こ
と
も
必
要
に
な
り
そ
う
で
す
。

空
き
家
に
な
る
前
に
考
え
て
お
く
と
よ

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
」 

榊「
そ
う
で
す
ね
、完
璧
に
決
め
な
く
て
も

い
い
の
で
、空
き
家
に
な
っ
た
ら
ど
の

よ
う
に
し
よ
う
か
と
い
う
話
を
し
て
お

く
こ
と
が
い
い
で
す
ね
。空
き
家
の
抑

制
対
策
に
つ
い
て
は
、所
得
税
の
特
例

措
置
と
し
て
空
き
家
特
例
の
３
０
０
０

万
円
控
除
が
あ
り
ま
す
。こ
の
特
例
は
、

（左から）冨居ゆかり地域おこし協力隊、榊税理士、森まゆみ地域おこし協力隊
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う
が
み
ん
し
ょ
～
ら
ん 

。今
回
は
今
年
７

月
に
浦
集
落
に
事
務
所
を
構
え
た
、榊
税
理
士

事
務
所
、税
理
士
の
榊
拓
真
さ
ん
に
空
き
家
と

税
金
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　今回お話を伺って、税金の基本的なことや仕組
みについて、もっと学びたいと思いました。税金
の話というと少し身構えてしまうのですが、どの
世代にも関係のあることなので、基本からわかり
やすく学べる機会を作りたいです。

／

空き家残置物差し上げます／　円集落「空き家BASE」
「残置物って何？」空き家に残された荷物のことです。

まだまだ使える空き家とともに、残されたモノたちも次
の所有者へ繋げるべく、空き家の残置物譲渡の活動を
始めました。食器や衣類、バラ（ざる）など。
◎毎週水曜日（９：００～１６：００）予約制
０９０－３４４０－８２２４　森までご連絡ください。

早
め
の
相
談
を…
…

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
手
続
き
を

令和４年６月着任

冨居 ゆかり
富山県出身・瀬留集落在住

令和２年５月着任

森 まゆみ
福岡県出身・円集落在住

ふ ご う

 

榊「
は
い
。実
情
と
し
て
不
動
産
の
相
続
登

記
が
済
ん
で
い
な
く
、相
続
人
が
増
え

て
し
ま
い
対
応
が
難
し
い
も
の
が
多
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
誌
面
を
き
っ

か
け
に
、相
続
の
前
に
家
族
の
財
産
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
も

ら
え
た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。今
後
、税

金
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
気
軽
に

相
談
で
き
る
機
会
も
設
け
て
い
き
た
い

で
す
ね
。」

冨
居「
住
も
う
デ
ィ
！
で
も
、物
件
所
有
者
に

登
記
や
相
続
の
こ
と
を
も
っ
と
お
伝
え

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。一
緒
に

相
談
会
な
ど
も
企
画
で
き
そ
う
で
す

ね
！
」 

榊「
は
い
。そ
し
て
司
法
書
士
の
先
生
と
の

連
携
も
図
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。他

と
の
連
携
が
あ
る
こ
と
で
、手
続
き
が

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。少
し
ず
つ
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
。」
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デ
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！

便
り

男
女
共
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参
画

ふ
る
さ
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納
税

人
事
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の

運
営
の
状
況

駐
在
員
紹
介

ト
ピ
ッ
ク
ス

そ
の
他

お
知
ら
せ

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

交
通
事
故
防
止

柳
田
橋
工
事

通
行
止
め

北
大
島
保
護
区

保
護
司
会

も
楽
し
そ
う
だ
。
す
ぐ
下
の
弟
は
二
年
生
。
年
長

組
の
弟
も
い
る
。
二
人
と
も
、
私
の
言
う
こ
と
を

あ
ま
り
聞
い
て
く
れ
な
い
。
一
緒
に
い
る
と
け
ん

か
ば
か
り
し
て
い
る
。

　
い
つ
も
私
達
の
家
族
は
と
て
も
忙
し
い
。
け
れ

ど
久
し
ぶ
り
に
み
ん
な
で
遊
ぶ
と
き
、
最
初
の

じ
ゃ
ん
け
ん
で
負
け
る
人
の
顔
や
、
勝
っ
た
と
き

の
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
見
て
い
る
と
、
負
け
た
人

ま
で
笑
顔
に
な
る
。
姫
野
家
の
み
ん
な
で
す
る
鬼

ご
っ
こ
は
じ
ゃ
ん
け
ん
で
負
け
た
人
ま
で
嬉
し

く
な
る
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
鬼
ご
っ
こ
だ
。
私

達
は
お
母
さ
ん
が
、

「
明
日
は
、
お
父
さ
ん
休
み
だ
よ
。
」

 

と
い
う
と
急
い
で
宿
題
を
す
る
。
す
る
と
二
年

生
の
弟
も
そ
の
時
は
分
か
ら
な
い
所
は
教
科
書

で
調
べ
た
り
し
て
も
う
ス
ピ
ー
ド
で
宿
題
を
終

わ
ら
せ
る
。
年
長
と
二
才
の
弟
は
、
お
と
な
し
く

テ
レ
ビ
を
見
て
静
か
に
待
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
次
の
日
か
き
氷
を
食
べ
て
か
ら
、
姫
野

家
の
鬼
ご
っ
こ
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

「
最
初
は
ぐ
ー
、じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
。
」

　
私
が
家
族
と
過
ご
し
て
い
る
な
か
で
、
一
番

好
き
な
時
間
は
、
み
ん
な
で
お
に
ご
っ
こ
を
し

て
い
る
時
だ
。
父
が
休
み
の
日
、
集
落
内
で
範
囲

を
決
め
ず
に
お
に
ご
っ
こ
を
す
る
。
父
は
車
を

使
っ
て
、
私
達
を
探
す
。
見
つ
け
た
瞬
間
、
車
か

ら
降
り
て
、
ダ
ッ
シ
ュ
で
追
い
か
け
て
く
る
。
ド

キ
ド
キ
し
て
と
て
も
面
白
い
。
学
校
の
体
育
館

に
か
く
れ
て
い
た
と
き
も
、
す
ぐ
に
見
つ
か
っ

て
し
ま
っ
た
。
つ
か
ま
っ
た
ら
残
念
な
気
持
ち

に
な
る
が
、
と
に
か
く
楽
し
い
。
一
番
下
の
二
才

の
弟
は
、
父
と
一
緒
に
車
に
乗
っ
て
、
私
達
を
見

つ
け
る
。
そ
し
て
、

「
お
と
う
た
ん
、ち
い
、う
う
が
。
」

 

と
父
に
教
え
る
。
母
は
つ
か
ま
っ
た
人
を
玄
関

で
見
張
っ
て
い
る
。

　
私
は
七
人
家
族
だ
。
父
は
、
夜
勤
が
あ
っ
た
り

平
日
の
夜
は
、
陸
上
部
の
兄
と
一
緒
に
練
習
し

た
り
し
て
い
る
。
母
は
看
護
学
校
の
学
生
だ
。
実

習
の
日
は
朝
早
く
家
を
出
て
、
弟
達
を
保
育
園

に
送
っ
て
い
る
。
平
日
も
休
み
の
日
も
自
分
の

時
間
を
作
っ
て
、
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
い
る
。
兄

は
中
学
生
に
な
っ
て
、
部
活
が
忙
し
そ
う
で
、で

小
中
学
生
の
部
　佳
作

　お
に
ご
っ
こ

円
小
学
校
五
年
生
　
姫
野
　
千
葵

　
ア
ル
バ
ム
の
中
に
見
つ
け
た
二
枚
の
写
真
。
村

の
名
前
入
り
の
浴
衣
の
裾
を
上
げ
、
半
分
見
え
る

赤
い
お
こ
し
。
そ
の
赤
が
な
ん
と
も
色
っ
ぽ
い
。

も
う
一
枚
は
、
太
鼓
を
左
手
に
右
手
に
は
バ
チ
を

持
ち
、
大
き
な
口
を
開
け
て
唄
っ
て
い
る
私
と
Ｋ

さ
ん
。
伊
豆
の
踊
り
子
な
ら
ず
、
ま
さ
に
島
の
踊

り
子
。
確
か
、
二
十
二
歳
の
頃
の
写
真
だ
と
思
う
。

　
小
さ
い
頃
、
奄
美
大
島
の
実
家
の
隣
は
ず
っ
と

田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
た
。
一
年
の
豊
作
と
健
康

を
祈
願
し
て
、
村
中
の
家
を
踊
っ
て
回
る
八
月
踊

り
。
子
ど
も
の
頃
は
大
好
き
だ
っ
た
。
踊
り
連
の

後
を
つ
い
て
行
く
と
お
菓
子
が
も
ら
え
、
遅
く
ま

で
起
き
て
い
る
の
も
許
さ
れ
る
夜
。
遠
く
か
ら
聴

こ
え
て
く
る
唄
と
太
鼓
の
音
を
子
守
唄
に
眠
り

に
つ
く
。
幸
せ
に
満
ち
た
一
夜
だ
っ
た
。
社
会
人

に
な
り
、
た
だ
の
観
客
か
ら
踊
り
連
の
主
役
に

な
っ
た
。
そ
の
時
の
写
真
だ
。

　
わ
が
家
の
近
く
に
Ｋ
さ
ん
の
家
が
あ
り
、
二
人

の
家
を
つ
な
ぐ
道
が
遊
び
場
だ
っ
た
。こ
こ
か
ら

高
校・一
般
の
部
　佳
作

　島
の
踊
り
子

 

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
　
幸
田
　
津
代
美

「
キ
ャ
ー
。
」

 

何
か
が
わ
た
し
の
お
し
り
に
さ
さ
っ
た
。
ふ
り

向
く
と
、
に
や
に
や
顔
の
母
が
立
っ
て
い
た
。
わ

た
し
は
、
母
か
ら
カ
ン
チ
ョ
ー
を
さ
れ
た
の
だ
。

　
わ
が
家
に
は
、「
お
し
り
を
向
け
て
ゆ
だ
ん
し

て
い
る
方
が
悪
い
。
」
と
い
う
変
わ
っ
た
ル
ー
ル

が
あ
る
。
そ
ん
な
変
な
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
る

の
は
、
大
体
父
だ
。
い
つ
も
変
な
顔
や
変
な
お
ど

り
を
し
て
、
み
ん
な
を
笑
わ
せ
て
い
る
。
そ
ん
な

父
が
ち
が
う
顔
に
な
る
の
は
、
海
に
い
る
時
だ
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
し
て
い

る
の
で
、
海
や
魚
の
こ
と
に
と
て
も
く
わ
し
く
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
わ
た
し

は
、ど
ち
ら
の
顔
の
父
も
大
好
き
だ
。

　
そ
ん
な
父
を
見
て
、
い
つ
も
笑
っ
て
い
る
の

は
母
だ
。
ふ
だ
ん
は
優
し
い
母
だ
が
、
た
ま
に
お

こ
る
と
顔
が
四
角
に
な
っ
て
、
と
て
も
こ
わ
い
。

父
も
し
ず
か
に
な
る
。
で
も
、
き
げ
ん
の
悪
い
時

は
、
大
好
き
な
花
を
わ
た
す
と
に
こ
に
こ
笑
顔

に
も
ど
る
。
母
は
ダ
ン
ス
の
先
生
だ
。
お
ど
っ
て

い
る
母
は
、
き
ら
き
ら
か
が
や
い
て
い
て
、
か
っ

こ
い
い
。わ
た
し
も
い
つ
か
、
母
の
よ
う
に
お
ど

小
中
学
生
の
部
　佳
作

　わ
が
家
の
ル
ー
ル
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学
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セ
イ
コ
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ス
ト

※

学
年
の
表
記
は
作
品
応
募
時
点

れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

　
わ
た
し
に
は
、
六
才
は
な
れ
た
弟
が
い
る
。

ず
っ
と
、
兄
弟
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

弟
が
生
ま
れ
た
と
き
は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
。
初
め
て
だ
っ
こ
し
た
と
き
は
、
と
て
も
小
さ

く
て
、「
う
ち
ゅ
う
人
み
た
い
で
、
か
わ
い
い
な

あ
。
」
と
思
っ
た
。
そ
ん
な
小
さ
か
っ
た
弟
も
、
今

で
は
ふ
ざ
け
る
こ
と
が
大
好
き
な
、
父
に
似
た

や
ん
ち
ゃ
な
男
の
子
に
な
っ
た
。
生
意
気
で
、
わ

た
し
と
よ
く
け
ん
か
を
す
る
。

「
六
才
も
は
な
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
も
っ
と
優

し
く
し
な
さ
い
。
」

 

と
、
母
か
ら
言
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
は
、

も
っ
と
心
の
広
い
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
わ
が
家
に
は
、
他
に
も
大
き
な
声
で
は
き
は

き
話
す
こ
と
や
、
父
が
仕
事
に
行
く
時
に
は
、
見

送
り
を
す
る
こ
と
な
ど
の
あ
ん
も
く
の
ル
ー
ル

が
あ
る
。
そ
ん
な
ル
ー
ル
の
お
か
げ
で
、
わ
た
し

の
家
族
は
、
い
つ
も
笑
顔
の
た
え
な
い
、
仲
良
し

家
族
だ
。

私
た
ち
の
世
界
が
始
ま
り
、
広
が
っ
て
い
っ
た
。

「
あ
な
た
の
家
の
高
倉
で
、
い
つ
も
ま
ま
ご
と
遊

び
を
し
て
た
が
ね
。
そ
う
そ
う
、
垣
根
に
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
リ
ア
が
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
い
た
よ
ね
」

　
タ
ナ
ガ
捕
り
を
し
た
川
、
そ
の
頭
上
に
た
く
さ

ん
咲
い
て
い
た
ダ
チ
ュ
ラ
の
花
。
大
人
に
な
っ
た

二
人
の
長
電
話
か
ら
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
記
憶
の

中
の
小
さ
な
村
が
少
し
ず
つ
炙
り
出
さ
れ
て
、

く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
あ
の
懐
か

し
い
村
は
今
は
も
う
な
い
。
区
画
整
理
さ
れ
て
、

田
ん
ぼ
も
消
え
、
新
し
い
町
へ
と
変
貌
し
て
い
る
。

　
去
年
、
Ｋ
さ
ん
が
東
京
か
ら
鹿
屋
の
わ
が
家
の

隣
町
に
越
し
て
き
た
。
色
と
り
ど
り
の
ブ
ー
ゲ
ン

ビ
リ
ア
を
咲
か
せ
、
最
近
、
ダ
チ
ュ
ラ
も
植
え
て

い
る
。
今
度
会
う
時
は
、
こ
の
写
真
を
見
せ
て
み

よ
う
。

「
ハ
ナ
ハ
ナ
ー
っ
て
出
さ
れ
た
里
芋
の
田
楽
、
美

味
し
か
っ
た
あ
。
徹
夜
で
村
中
の
家
を
唄
っ
て

踊
っ
た
ら
、
次
の
日
声
が
出
な
く
な
っ
た
が
ね
」

　
村
中
が
熱
気
に
包
ま
れ
た
あ
の
夏
の
夜
。
少
し
、

い
い
え
、
大
分
年
取
っ
た
島
の
踊
り
子
た
ち
は
、

今
度
は
心
の
中
の
小
さ
な
村
の
大
き
な
う
た
あ

し
び
の
夜
を
、
炙
り
出
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

第
８
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た
つ
ご
う
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
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作
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あ
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役
場
企
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観
光
課
に
て
発
売
中

１
冊
２
０
０
円
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ゅ
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が
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館

町
の
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ご
き

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

交
通
事
故
防
止

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

住
も
う
デ
ィ
！

便
り

男
女
共
同
参
画

ふ
る
さ
と
納
税

人
事
行
政
の

運
営
の
状
況

駐
在
員
紹
介

ト
ピ
ッ
ク
ス

柳
田
橋
工
事

通
行
止
め

そ
の
他

お
知
ら
せ

北
大
島
保
護
区

保
護
司
会

も
楽
し
そ
う
だ
。
す
ぐ
下
の
弟
は
二
年
生
。
年
長

組
の
弟
も
い
る
。
二
人
と
も
、
私
の
言
う
こ
と
を

あ
ま
り
聞
い
て
く
れ
な
い
。
一
緒
に
い
る
と
け
ん

か
ば
か
り
し
て
い
る
。

　
い
つ
も
私
達
の
家
族
は
と
て
も
忙
し
い
。
け
れ

ど
久
し
ぶ
り
に
み
ん
な
で
遊
ぶ
と
き
、
最
初
の

じ
ゃ
ん
け
ん
で
負
け
る
人
の
顔
や
、
勝
っ
た
と
き

の
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
見
て
い
る
と
、
負
け
た
人

ま
で
笑
顔
に
な
る
。
姫
野
家
の
み
ん
な
で
す
る
鬼

ご
っ
こ
は
じ
ゃ
ん
け
ん
で
負
け
た
人
ま
で
嬉
し

く
な
る
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る
鬼
ご
っ
こ
だ
。
私

達
は
お
母
さ
ん
が
、

「
明
日
は
、
お
父
さ
ん
休
み
だ
よ
。
」

 

と
い
う
と
急
い
で
宿
題
を
す
る
。
す
る
と
二
年

生
の
弟
も
そ
の
時
は
分
か
ら
な
い
所
は
教
科
書

で
調
べ
た
り
し
て
も
う
ス
ピ
ー
ド
で
宿
題
を
終

わ
ら
せ
る
。
年
長
と
二
才
の
弟
は
、
お
と
な
し
く

テ
レ
ビ
を
見
て
静
か
に
待
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
次
の
日
か
き
氷
を
食
べ
て
か
ら
、
姫
野

家
の
鬼
ご
っ
こ
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

「
最
初
は
ぐ
ー
、じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
。
」

　
私
が
家
族
と
過
ご
し
て
い
る
な
か
で
、
一
番

好
き
な
時
間
は
、
み
ん
な
で
お
に
ご
っ
こ
を
し

て
い
る
時
だ
。
父
が
休
み
の
日
、
集
落
内
で
範
囲

を
決
め
ず
に
お
に
ご
っ
こ
を
す
る
。
父
は
車
を

使
っ
て
、
私
達
を
探
す
。
見
つ
け
た
瞬
間
、
車
か

ら
降
り
て
、
ダ
ッ
シ
ュ
で
追
い
か
け
て
く
る
。
ド

キ
ド
キ
し
て
と
て
も
面
白
い
。
学
校
の
体
育
館

に
か
く
れ
て
い
た
と
き
も
、
す
ぐ
に
見
つ
か
っ

て
し
ま
っ
た
。
つ
か
ま
っ
た
ら
残
念
な
気
持
ち

に
な
る
が
、
と
に
か
く
楽
し
い
。
一
番
下
の
二
才

の
弟
は
、
父
と
一
緒
に
車
に
乗
っ
て
、
私
達
を
見

つ
け
る
。
そ
し
て
、

「
お
と
う
た
ん
、ち
い
、う
う
が
。
」

 

と
父
に
教
え
る
。
母
は
つ
か
ま
っ
た
人
を
玄
関

で
見
張
っ
て
い
る
。

　
私
は
七
人
家
族
だ
。
父
は
、
夜
勤
が
あ
っ
た
り

平
日
の
夜
は
、
陸
上
部
の
兄
と
一
緒
に
練
習
し

た
り
し
て
い
る
。
母
は
看
護
学
校
の
学
生
だ
。
実

習
の
日
は
朝
早
く
家
を
出
て
、
弟
達
を
保
育
園

に
送
っ
て
い
る
。
平
日
も
休
み
の
日
も
自
分
の
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間
を
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、
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
い
る
。
兄

は
中
学
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な
っ
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、
部
活
が
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う
で
、で

小
中
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の
部
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作
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の
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守
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に
眠
り

に
つ
く
。
幸
せ
に
満
ち
た
一
夜
だ
っ
た
。
社
会
人

に
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連
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に
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や
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の
母
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た
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。
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の
顔
の
父
も
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。
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を
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も
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の
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母
だ
。
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だ
ん
は
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母
だ
が
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と
顔
が
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角
に
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と
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に
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、
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才
は
な
れ
た
弟
が
い
る
。

ず
っ
と
、
兄
弟
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

弟
が
生
ま
れ
た
と
き
は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
。
初
め
て
だ
っ
こ
し
た
と
き
は
、
と
て
も
小
さ

く
て
、「
う
ち
ゅ
う
人
み
た
い
で
、
か
わ
い
い
な

あ
。
」
と
思
っ
た
。
そ
ん
な
小
さ
か
っ
た
弟
も
、
今

で
は
ふ
ざ
け
る
こ
と
が
大
好
き
な
、
父
に
似
た

や
ん
ち
ゃ
な
男
の
子
に
な
っ
た
。
生
意
気
で
、
わ

た
し
と
よ
く
け
ん
か
を
す
る
。

「
六
才
も
は
な
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
も
っ
と
優

し
く
し
な
さ
い
。
」

 

と
、
母
か
ら
言
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
は
、

も
っ
と
心
の
広
い
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
わ
が
家
に
は
、
他
に
も
大
き
な
声
で
は
き
は

き
話
す
こ
と
や
、
父
が
仕
事
に
行
く
時
に
は
、
見

送
り
を
す
る
こ
と
な
ど
の
あ
ん
も
く
の
ル
ー
ル

が
あ
る
。
そ
ん
な
ル
ー
ル
の
お
か
げ
で
、
わ
た
し

の
家
族
は
、
い
つ
も
笑
顔
の
た
え
な
い
、
仲
良
し

家
族
だ
。

私
た
ち
の
世
界
が
始
ま
り
、
広
が
っ
て
い
っ
た
。

「
あ
な
た
の
家
の
高
倉
で
、
い
つ
も
ま
ま
ご
と
遊

び
を
し
て
た
が
ね
。
そ
う
そ
う
、
垣
根
に
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
リ
ア
が
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
い
た
よ
ね
」

　
タ
ナ
ガ
捕
り
を
し
た
川
、
そ
の
頭
上
に
た
く
さ

ん
咲
い
て
い
た
ダ
チ
ュ
ラ
の
花
。
大
人
に
な
っ
た

二
人
の
長
電
話
か
ら
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
記
憶
の

中
の
小
さ
な
村
が
少
し
ず
つ
炙
り
出
さ
れ
て
、

く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
あ
の
懐
か

し
い
村
は
今
は
も
う
な
い
。
区
画
整
理
さ
れ
て
、

田
ん
ぼ
も
消
え
、
新
し
い
町
へ
と
変
貌
し
て
い
る
。

　
去
年
、
Ｋ
さ
ん
が
東
京
か
ら
鹿
屋
の
わ
が
家
の

隣
町
に
越
し
て
き
た
。
色
と
り
ど
り
の
ブ
ー
ゲ
ン

ビ
リ
ア
を
咲
か
せ
、
最
近
、
ダ
チ
ュ
ラ
も
植
え
て

い
る
。
今
度
会
う
時
は
、
こ
の
写
真
を
見
せ
て
み

よ
う
。

「
ハ
ナ
ハ
ナ
ー
っ
て
出
さ
れ
た
里
芋
の
田
楽
、
美

味
し
か
っ
た
あ
。
徹
夜
で
村
中
の
家
を
唄
っ
て

踊
っ
た
ら
、
次
の
日
声
が
出
な
く
な
っ
た
が
ね
」

　
村
中
が
熱
気
に
包
ま
れ
た
あ
の
夏
の
夜
。
少
し
、

い
い
え
、
大
分
年
取
っ
た
島
の
踊
り
子
た
ち
は
、

今
度
は
心
の
中
の
小
さ
な
村
の
大
き
な
う
た
あ

し
び
の
夜
を
、
炙
り
出
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

第
８
回
た
つ
ご
う
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
集
あ
り
〼

役
場
企
画
観
光
課
に
て
発
売
中

１
冊
２
０
０
円

あ
ぶ
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10
月
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り
ゅ
う
が
く
館
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の
う
ご
き

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

住
も
う
デ
ィ
！

便
り

男
女
共
同
参
画

ふ
る
さ
と
納
税

人
事
行
政
の

運
営
の
状
況

駐
在
員
紹
介

ト
ピ
ッ
ク
ス

そ
の
他

お
知
ら
せ

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

交
通
事
故
防
止

柳
田
橋
工
事

通
行
止
め

北
大
島
保
護
区

保
護
司
会

　
10
月
１
日
〜
７
日
は「
公
証
週
間
」で
す
。

財
産
の
多
少
、家
族
仲
に
か
か
わ
ら
ず
、お
金

の
こ
と
に
な
る
と
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

め
に
は
、「
公
正
証
書
遺
言
」が
有
効
で
す
。

ま
た
、安
心
し
た
老
後
を
送
る
た
め
、「
任
意

後
見
契
約
」を
結
ぶ
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
。出
張

も
可
能
で
す
の
で
、気
に
な
って
い
る
方
は
、お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
名
瀬
公
証
人
役
場（
予
約
制
）

☎（
５
２
）２
６
６
１

奄
美
市
名
瀬
小
浜
町
４
番
28
号（
Ａ
Ｉ
Ｓ
ビ
ル
４
Ｆ
）

　
相
談
は
個
別
面
接
で
、相
談
時
間
は
30
分

程
度
で
す
。

〇
弁
護
士
又
は
司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相

談
で
す
。〇
保
健
師
な
ど
に
よ
る「
こ
こ
ろ
の

悩
み
相
談
」も
受
け
付
け
ま
す
。〇
原
則
と

し
て
、事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。〇
多

く
の
方
か
ら
の
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
、お

ひ
と
り
様一回
の
相
談
と
し
て
い
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状

況
等
に
よ
っ
て
は
直
前
に
中
止
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、予
約
な
し
で
の
ご
利
用
の

際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日
　
令
和
４
年
10
月
４
日（
火
）

時
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
東
棟

３
階
　
中・小
研
修
室
第
１

主
催
　
鹿
児
島
県
多
重
債
務・ヤ
ミ
金
融
等

対
策
協
議
会（
鹿
児
島
県・鹿
児
島
県
弁
護

士
会・鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
）

　     

鹿
児
島
県
多
重
債
務・ヤ
ミ
金
融
等

対
策
協
議
会
事
務
局

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
局
消
費
者
行
政

推
進
室
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
３
３

借
金
・
債
務
整
理
に
関
す
る
無

料
法
律
相
談
会

鹿
児
島
県
最
低
賃
金

時
間
額「
８
５
３
円
」に
改
定

　
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、令
和
４
年
10
月

６
日
か
ら
時
間
額「
８
５
３
円
」に
改
正
さ
れ

ま
す
。こ
の
最
低
賃
金
は
、臨
時
、パ
ー
ト
、ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
、使
用
者
は
、最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、特
定
の
産
業
の
労
働
者
と
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

は
、高
い
方
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
８

又
は
名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

☎（
５
２
）０
５
７
４

ご
近
所
、親
族
間
の
相
続
ト
ラ
ブ

ル
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

〜
職
業
訓
練
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、お
仕
事
探
し
を
さ
れ

て
い
て
、就
職
が
決
ま
ら
ず
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方
に
職
業
訓
練
の
あ
っ
せ

ん
を
し
て
い
ま
す
。ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
再
就

職
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
、お
仕
事
探
し

を
さ
れ
て
い
る
方
。

○
雇
用
保
険
受
給
者
の
方
は
、訓
練
中
の
基

本
手
当（
い
わ
ゆ
る
失
業
保
険
）の
支
給
に
加

え
、受
講
手
当（
最
大
40
日
分
）、通
所
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。（一定
の
要
件
等
が
あ
り

ま
す
。）○
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
が
な
い

方
で
も
、国
の「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」

（
月
10
万
円
＋
通
所
手
当
）を
受
給
し
な
が
ら

訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

受
給
を
す
る
た
め
に
は一定
の
所
得
要
件
等

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

現
在
募
集
中
の
訓
練

介
護・福
祉
科

【
初
任
者
研
修
】　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

資
格
取
得
を
目
的
と
し
た
職
業
訓
練
で
す
。 

【
募
集
期
間
】  

〜
令
和
４
年
10
月
12
日（
水
）

お
仕
事
探
し
を
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ま
へ

【
訓
練
期
間
】　
令
和
４
年
11
月
17
日（
木
）

〜
令
和
５
年
２
月
16
日（
木
）

【
訓
練
実
施
施
設
】　
社
会
福
祉
法
人
　
奄

美
市
社
会
福
祉
協
議
会（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
名
瀬

の
隣
の
建
物
で
す
。）　
　
　
　
　
　
　
　

ご
希
望
の
方
は
、お
早
め
に
左
記
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　 

ハロー
ワ
ー
ク
名
瀬（
名
瀬
公
共
職
業
安
定
所
）

☎（
５
２
）４
６
１
１

加入できる事業主 ： 建設業を営む方

対象となる労働者 ： 建設業の現場で働く人

□国の制度なので安全、確実、申し込み手続き
は簡単です。

□経営事項審査で加点評価の対象となります。
□掛金の一部を国が助成します。
□掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、

個人では必要経費として扱われ、税法上全額
非課税となります。

知っていますか？建退共制度

問   建退共 鹿児島支部 ☎０９９-２５７-９２１６

環境省 奄美野生生物保護センター☎５５-８６２０

　龍郷町では、県道81号線でアマミノクロウサギの交通事
故が多発しています。運転する際は、以下の点に注意して、
安全運転をお願いいたします。

夜間の運転は特に注意！
　アマミノクロウサギは夜に活動しています。夜間は注意して運転しましょう。
飛び出してもすぐに止まれるゆとりある運転を！
　アマミノクロウサギは道路上でじっとしているかと思えば、突然飛び出すことがあります。すぐに止まれ
るスピードで運転しましょう。
秋から冬にかけては事故が多発！
　秋から冬にかけては繁殖期に入るため、特に活動的になり
道路上に出てくることが多くなります。これからの時期は事故
が起こりやすいので注意しましょう。

　今年、奄美大島では過去最多の昨年同時期を上回る件数
の交通事故死体が回収されています。これ以上交通事故が
増えないように、ゆとりある運転をお願いいたします。
　ケガをしている、死んでいるアマミノクロウサギを発見した
ら、環境省奄美野生生物保護センターにお電話下さい。

ゆとりある運転を！9～11月アマミノクロウサギ交通事故防止キャンペーン

大島支庁建設部建設課　河川港湾第二係　☎５７－７２５９

　大美川の河川改修事業に伴い、柳田橋の
架替工事を実施します。
　それに伴い通行止めが必要となり、下記の
とおり行いますので皆様のご理解とご協力を
よろしくお願いします。
　ご不明な点がございましたら上記大島支庁
建設課までご連絡ください。

通行止め箇所　
龍郷町大勝地内　柳田橋周辺

通行止め期間
令和４年１０月から令和７年３月（予定）
※事業の進捗により、変更する場合があります。

工事期間中は、国道58号・新大美橋、もしく
は町道・大勝橋へ迂回をお願いします。

柳田橋（大美川）架替工事に伴う通行止めにご協力ください

通行止め箇所

柳田橋架替工事

新大美橋

大勝橋



-13- Tatsugo

令
和
４
年

10
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

交
通
事
故
防
止

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

住
も
う
デ
ィ
！

便
り

男
女
共
同
参
画

ふ
る
さ
と
納
税

人
事
行
政
の

運
営
の
状
況

駐
在
員
紹
介

ト
ピ
ッ
ク
ス

柳
田
橋
工
事

通
行
止
め

そ
の
他

お
知
ら
せ

北
大
島
保
護
区

保
護
司
会

　
10
月
１
日
〜
７
日
は「
公
証
週
間
」で
す
。

財
産
の
多
少
、家
族
仲
に
か
か
わ
ら
ず
、お
金

の
こ
と
に
な
る
と
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

め
に
は
、「
公
正
証
書
遺
言
」が
有
効
で
す
。

ま
た
、安
心
し
た
老
後
を
送
る
た
め
、「
任
意

後
見
契
約
」を
結
ぶ
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
ご
相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
。出
張

も
可
能
で
す
の
で
、気
に
な
って
い
る
方
は
、お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
名
瀬
公
証
人
役
場（
予
約
制
）

☎（
５
２
）２
６
６
１

奄
美
市
名
瀬
小
浜
町
４
番
28
号（
Ａ
Ｉ
Ｓ
ビ
ル
４
Ｆ
）

　
相
談
は
個
別
面
接
で
、相
談
時
間
は
30
分

程
度
で
す
。

〇
弁
護
士
又
は
司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相

談
で
す
。〇
保
健
師
な
ど
に
よ
る「
こ
こ
ろ
の

悩
み
相
談
」も
受
け
付
け
ま
す
。〇
原
則
と

し
て
、事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。〇
多

く
の
方
か
ら
の
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
、お

ひ
と
り
様一回
の
相
談
と
し
て
い
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状

況
等
に
よ
っ
て
は
直
前
に
中
止
と
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、予
約
な
し
で
の
ご
利
用
の

際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
相
談
の
際
は
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
日
　
令
和
４
年
10
月
４
日（
火
）

時
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
東
棟

３
階
　
中・小
研
修
室
第
１

主
催
　
鹿
児
島
県
多
重
債
務・ヤ
ミ
金
融
等

対
策
協
議
会（
鹿
児
島
県・鹿
児
島
県
弁
護

士
会・鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
）

　     

鹿
児
島
県
多
重
債
務・ヤ
ミ
金
融
等

対
策
協
議
会
事
務
局

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
局
消
費
者
行
政

推
進
室
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
３
３

借
金
・
債
務
整
理
に
関
す
る
無

料
法
律
相
談
会

鹿
児
島
県
最
低
賃
金

時
間
額「
８
５
３
円
」に
改
定

　
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、令
和
４
年
10
月

６
日
か
ら
時
間
額「
８
５
３
円
」に
改
正
さ
れ

ま
す
。こ
の
最
低
賃
金
は
、臨
時
、パ
ー
ト
、ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
、使
用
者
は
、最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、特
定
の
産
業
の
労
働
者
と
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

は
、高
い
方
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
８

又
は
名
瀬
労
働
基
準
監
督
署

☎（
５
２
）０
５
７
４

ご
近
所
、親
族
間
の
相
続
ト
ラ
ブ

ル
聞
い
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

〜
職
業
訓
練
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、お
仕
事
探
し
を
さ
れ

て
い
て
、就
職
が
決
ま
ら
ず
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

希
望
さ
れ
て
い
る
方
に
職
業
訓
練
の
あ
っ
せ

ん
を
し
て
い
ま
す
。ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
再
就

職
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
、お
仕
事
探
し

を
さ
れ
て
い
る
方
。

○
雇
用
保
険
受
給
者
の
方
は
、訓
練
中
の
基

本
手
当（
い
わ
ゆ
る
失
業
保
険
）の
支
給
に
加

え
、受
講
手
当（
最
大
40
日
分
）、通
所
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。（一定
の
要
件
等
が
あ
り

ま
す
。）○
雇
用
保
険
の
受
給
資
格
が
な
い

方
で
も
、国
の「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
」

（
月
10
万
円
＋
通
所
手
当
）を
受
給
し
な
が
ら

訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

受
給
を
す
る
た
め
に
は一定
の
所
得
要
件
等

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

現
在
募
集
中
の
訓
練

介
護・福
祉
科

【
初
任
者
研
修
】　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

資
格
取
得
を
目
的
と
し
た
職
業
訓
練
で
す
。 

【
募
集
期
間
】  

〜
令
和
４
年
10
月
12
日（
水
）

お
仕
事
探
し
を
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ま
へ

【
訓
練
期
間
】　
令
和
４
年
11
月
17
日（
木
）

〜
令
和
５
年
２
月
16
日（
木
）

【
訓
練
実
施
施
設
】　
社
会
福
祉
法
人
　
奄

美
市
社
会
福
祉
協
議
会（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
名
瀬

の
隣
の
建
物
で
す
。）　
　
　
　
　
　
　
　

ご
希
望
の
方
は
、お
早
め
に
左
記
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　 

ハロー
ワ
ー
ク
名
瀬（
名
瀬
公
共
職
業
安
定
所
）

☎（
５
２
）４
６
１
１

加入できる事業主 ： 建設業を営む方

対象となる労働者 ： 建設業の現場で働く人

□国の制度なので安全、確実、申し込み手続き
は簡単です。

□経営事項審査で加点評価の対象となります。
□掛金の一部を国が助成します。
□掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、

個人では必要経費として扱われ、税法上全額
非課税となります。

知っていますか？建退共制度

問   建退共 鹿児島支部 ☎０９９-２５７-９２１６

環境省 奄美野生生物保護センター☎５５-８６２０

　龍郷町では、県道81号線でアマミノクロウサギの交通事
故が多発しています。運転する際は、以下の点に注意して、
安全運転をお願いいたします。

夜間の運転は特に注意！
　アマミノクロウサギは夜に活動しています。夜間は注意して運転しましょう。
飛び出してもすぐに止まれるゆとりある運転を！
　アマミノクロウサギは道路上でじっとしているかと思えば、突然飛び出すことがあります。すぐに止まれ
るスピードで運転しましょう。
秋から冬にかけては事故が多発！
　秋から冬にかけては繁殖期に入るため、特に活動的になり
道路上に出てくることが多くなります。これからの時期は事故
が起こりやすいので注意しましょう。

　今年、奄美大島では過去最多の昨年同時期を上回る件数
の交通事故死体が回収されています。これ以上交通事故が
増えないように、ゆとりある運転をお願いいたします。
　ケガをしている、死んでいるアマミノクロウサギを発見した
ら、環境省奄美野生生物保護センターにお電話下さい。

ゆとりある運転を！9～11月アマミノクロウサギ交通事故防止キャンペーン

大島支庁建設部建設課　河川港湾第二係　☎５７－７２５９

　大美川の河川改修事業に伴い、柳田橋の
架替工事を実施します。
　それに伴い通行止めが必要となり、下記の
とおり行いますので皆様のご理解とご協力を
よろしくお願いします。
　ご不明な点がございましたら上記大島支庁
建設課までご連絡ください。

通行止め箇所　
龍郷町大勝地内　柳田橋周辺

通行止め期間
令和４年１０月から令和７年３月（予定）
※事業の進捗により、変更する場合があります。

工事期間中は、国道58号・新大美橋、もしく
は町道・大勝橋へ迂回をお願いします。

柳田橋（大美川）架替工事に伴う通行止めにご協力ください

通行止め箇所

柳田橋架替工事

新大美橋

大勝橋
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令
和
４
年

10
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

町
の
う
ご
き

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

住
も
う
デ
ィ
！

便
り

男
女
共
同
参
画

ふ
る
さ
と
納
税

人
事
行
政
の

運
営
の
状
況

駐
在
員
紹
介

ト
ピ
ッ
ク
ス

そ
の
他

お
知
ら
せ

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

交
通
事
故
防
止

柳
田
橋
工
事

通
行
止
め

北
大
島
保
護
区

保
護
司
会　全国の学校で多様性に配慮した選択可能な制服の普及が進んでいます。奄美でも制服

の自由選択制を導入している学校もあり、子ども達が少しでもストレスが無く、学校へ

通えると想像するととても嬉しく思います。

　今回は、中学生のセーラー服について考えてみませんか？セーラー服のボタンがどう

なっているかご存知ですか？スナップボタンになっているのです。鞄を背負うだけでも

簡単に外れてしまいます。そして、しゃがんで物を拾うだけで胸元は見え、手を上げると

ウエストも見えてしまうのです。スカートは風が吹くと広がってしまい、恥ずかしい思

いを減らそうと制服の中に体育服、ズボンを履いて通っている子も少なくありません。

　機能面や安全面を考慮した制服があると女の子達のストレスも少し減るのではない

でしょうか？そして、子ども達がどのデザインの制服を選んでも周囲の視線が気になら

ない様な素敵な町にしてあげたいですね。

龍郷町男女共同参画推進員　里　明美

男女共同参画地域推進員から no.20

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　
奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
４
年
10
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

10
月
13
日（
木
）

　
井
上 

鉄
平 

弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

10
月
20
日（
木
）

　
和
田 

知
彦 

弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

10
月
27
日（
木
）

　
髙
橋 

昭
広 

弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
も

市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
５
２
６
４・５
２
６
３

　
土
地
は
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、将
来
の
子

供
た
ち
の
た
め
、明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た

め
に
も
土
地
の
有
効
利
用
が
大
切
で
す
。

　一定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は
、国
土

利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。

　
届
出
は
契
約
を
結
ん
だ
日
か
ら
２
週
間
以

内
に
、土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
役
場
の
国

土
利
用
計
画
担
当
窓
口
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

（
事
後
届
出
制
）

届
出
者

土
地
の
権
利
取
得
者（
買
主
）

届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

売
買
、交
換
、営
業
譲
渡
、譲
渡
担
保
、代
物

弁
済
、地
上
権・賃
借
権
の
設
定・譲
渡

土
地
取
引
の
規
模
（
面
積
要
件
）

ア 

市
街
化
区
域
　
　
　
　
　 

２
千
㎡
以
上

イ 

ア
を
除
く
都
市
計
画
区
域 

５
千
㎡
以
上

ウ 

都
市
計
画
区
域
外
の
区
域 

１
万
㎡
以
上

　 

役
場
土
地
対
策
課
☎（
６
９
）４
５
２
８

　
離
島
カ
ー
ド
申
請（
再
交
付
含
む
）の
際
に

は
必
ず
左
記
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
正
面
を
向
き
、無
帽
で
撮
影
さ
れ
た
、他

者
が
映
り
込
ん
で
い
な
い
カ
ラ
ー
の
写
真(

縦

３㎝×

横
２・５㎝)

②
来
庁
す
る
方
の
身
分
証
明
書

※

準
住
民
の
方
の
申
請
の
場
合
に
は
別
途
書

類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

役
場
町
民
税
務
課
☎（
６
９
）４
５
１
７

離
島
割
引
カ
ー
ド

必
ず
写
真
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

　
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
‼
島
育
ち
館
に
お
い
て
菊
池

市
の
物
産
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
令
和
４
年
10
月
30
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
島
育
ち
産
業
館

主
催
　
龍
郷
町
む
ら
お
こ
し
事
業
実
行
委
員
会

　 

島
育
ち
産
業
館

☎（
６
２
）３
９
３
１

友
好
都
市
10
周
年
交
流
記
念
事
業

菊
池
市
物
産
展

笠
利
埼
灯
台（
用
岬
灯
台
）

一
般
公
開
し
ま
す　

今
年
も「
笠
利

埼
灯
台
」を
無
料

公
開
い
た
し
ま

す
。奄
美
大
島
北

端
の
笠
利
埼
灯
台

か
ら
の
眺
望
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く

と
と
も
に
、「
海
の
道
し
る
べ
」で
あ
る
灯
台
を

は
じ
め
と
し
た
航
路
標
識
の
役
目
と
仕
組
み

や
海
上
保
安
業
務
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
く
、ご
案
内
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
30
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
所
　
笠
利
埼
灯
台（
奄
美
市
笠
利
町
）

今
年
は
、日
本
最
初
の
洋
式
灯
台
が
起
工
さ

れ
た
１
８
６
８
年
か
ら
数
え
て
１
５
４
周
年

の
灯
台
記
念
日（
11
月
１
日
）に
な
り
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
、事
案

対
応
、天
候
の
状
況
等
に
よ
り
、中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、奄
美
海
上
保
安
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

　
奄
美
海
上
保
安
部
交
通
課

☎（
５
３
）５
５
６
９

生
理
用
品
に
つ
い
て

困
っ
て
ま
せ
ん
か
？

10
月
は「
土
地
月
間
」

10
月
１
日
は「
土
地
の
日
」で
す

　
本
町
で
は
、生
理
の
貧
困
対
策
と
し
て
、生

理
用
品
の
無
料
配
布
を
行
って
お
り
ま
す
。役

場
本
庁
舎
、り
ゅ
う
が
く
館
、り
ゅ
う
ゆ
う
館
、

ど
ぅ
く
さ
や
館
の
女
子
ト
イ
レ
に
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
ご
自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生
理
の
貧
困
対
策
と
は…

…

経
済
的
な
理

由
な
ど
か
ら
、生
理
用
品
の
入
手
が
困
難
な

状
態
に
あ
る
こ
と
や
羞
恥
心
に
よ
り
購
入
を

戸
惑
って
し
ま
う
こ
と
、家
族
の
無
理
解
に
よ

り
入
手
が
で
き
な
い
等
の
方
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。何
か
お
困
り
ご
と
等
あ

り
ま
し
た
ら
、ご
相
談
下
さ
い
。秘

密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

    

男
女
共
同
参
画
担
当
課（
役
場
企
画
観

光
課
）☎（
６
９
）４
５
１
２

た
ち
の
再
犯
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、テ
ー
マ
を「
依
存

症
に
つ
い
て
考
え
る
」と
し
、

薬
物
、ア
ル
コ
ー
ル
、窃
盗

症
、ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
ほ
か
、近

年
問
題
と
な
っ
て
い
る
ネ
ッ

ト
や
ゲ
ー
ム
へ
の
依
存
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

支
援
の
現
状
や
課
題
等
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

開
催
日
　
令
和
４
年
10
月
21
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
半

会
場
　
奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
ル
）

対
象
者
　
住
民
、医
療
、福
祉
、教
育
、就
労
、

防
犯
団
体
、協
力
雇
用
主
、金
融
機
関
、行

政
、保
護
司

参
加
費
用
　
無
料

プ
ロ
グ
ラ
ム

１
時
　 

◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

１
時
半 

◇
関
係
者
挨
拶
　
　
　
　
　
　
　

２
時
　 

◇
基
調
講
演 

 
２
時
45
分 

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

パ
ネ
リ
ス
ト
／
福
祉
団
体
、医
療
関
係
、就
労

支
援
、保
護
司
会

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
精
神
保
健
福
祉
士

４
時
20
分
◇
閉
会
の
挨
拶

 

　
北
大
島
保
護
区
保
護
司
会（
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
）☎（
５
７
）７
８
０
０

鹿
児
島
県
再
犯
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
依
存
症
に
つ
い
て
考
え
る
〜

　
鹿
児
島
県
で
は
、県
再
犯
防
止
推
進
計
画

に
基
づ
き
、刑
務
所
等
か
ら
社
会
に
戻
っ
た
人

笠利埼灯台
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北
大
島
保
護
区

保
護
司
会 　全国の学校で多様性に配慮した選択可能な制服の普及が進んでいます。奄美でも制服

の自由選択制を導入している学校もあり、子ども達が少しでもストレスが無く、学校へ

通えると想像するととても嬉しく思います。

　今回は、中学生のセーラー服について考えてみませんか？セーラー服のボタンがどう

なっているかご存知ですか？スナップボタンになっているのです。鞄を背負うだけでも

簡単に外れてしまいます。そして、しゃがんで物を拾うだけで胸元は見え、手を上げると

ウエストも見えてしまうのです。スカートは風が吹くと広がってしまい、恥ずかしい思

いを減らそうと制服の中に体育服、ズボンを履いて通っている子も少なくありません。

　機能面や安全面を考慮した制服があると女の子達のストレスも少し減るのではない

でしょうか？そして、子ども達がどのデザインの制服を選んでも周囲の視線が気になら

ない様な素敵な町にしてあげたいですね。

龍郷町男女共同参画推進員　里　明美

男女共同参画地域推進員から no.20

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　
奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
４
年
10
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

10
月
13
日（
木
）

　
井
上 

鉄
平 

弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

10
月
20
日（
木
）

　
和
田 

知
彦 

弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

10
月
27
日（
木
）

　
髙
橋 

昭
広 

弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
も

市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
５
２
６
４・５
２
６
３

　
土
地
は
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、将
来
の
子

供
た
ち
の
た
め
、明
日
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た

め
に
も
土
地
の
有
効
利
用
が
大
切
で
す
。

　一定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は
、国
土

利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。

　
届
出
は
契
約
を
結
ん
だ
日
か
ら
２
週
間
以

内
に
、土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
役
場
の
国

土
利
用
計
画
担
当
窓
口
に
届
け
出
て
下
さ
い
。

（
事
後
届
出
制
）

届
出
者

土
地
の
権
利
取
得
者（
買
主
）

届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

売
買
、交
換
、営
業
譲
渡
、譲
渡
担
保
、代
物

弁
済
、地
上
権・賃
借
権
の
設
定・譲
渡

土
地
取
引
の
規
模
（
面
積
要
件
）

ア 

市
街
化
区
域
　
　
　
　
　 

２
千
㎡
以
上

イ 

ア
を
除
く
都
市
計
画
区
域 

５
千
㎡
以
上

ウ 

都
市
計
画
区
域
外
の
区
域 

１
万
㎡
以
上

　 

役
場
土
地
対
策
課
☎（
６
９
）４
５
２
８

　
離
島
カ
ー
ド
申
請（
再
交
付
含
む
）の
際
に

は
必
ず
左
記
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
正
面
を
向
き
、無
帽
で
撮
影
さ
れ
た
、他

者
が
映
り
込
ん
で
い
な
い
カ
ラ
ー
の
写
真(

縦

３㎝×

横
２・５㎝)

②
来
庁
す
る
方
の
身
分
証
明
書

※

準
住
民
の
方
の
申
請
の
場
合
に
は
別
途
書

類
が
必
要
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

役
場
町
民
税
務
課
☎（
６
９
）４
５
１
７

離
島
割
引
カ
ー
ド

必
ず
写
真
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

　
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
‼
島
育
ち
館
に
お
い
て
菊
池

市
の
物
産
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
令
和
４
年
10
月
30
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
島
育
ち
産
業
館

主
催
　
龍
郷
町
む
ら
お
こ
し
事
業
実
行
委
員
会

　 

島
育
ち
産
業
館

☎（
６
２
）３
９
３
１

友
好
都
市
10
周
年
交
流
記
念
事
業

菊
池
市
物
産
展

笠
利
埼
灯
台（
用
岬
灯
台
）

一
般
公
開
し
ま
す　

今
年
も「
笠
利

埼
灯
台
」を
無
料

公
開
い
た
し
ま

す
。奄
美
大
島
北

端
の
笠
利
埼
灯
台

か
ら
の
眺
望
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く

と
と
も
に
、「
海
の
道
し
る
べ
」で
あ
る
灯
台
を

は
じ
め
と
し
た
航
路
標
識
の
役
目
と
仕
組
み

や
海
上
保
安
業
務
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
く
、ご
案
内
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
30
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
所
　
笠
利
埼
灯
台（
奄
美
市
笠
利
町
）

今
年
は
、日
本
最
初
の
洋
式
灯
台
が
起
工
さ

れ
た
１
８
６
８
年
か
ら
数
え
て
１
５
４
周
年

の
灯
台
記
念
日（
11
月
１
日
）に
な
り
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
、事
案

対
応
、天
候
の
状
況
等
に
よ
り
、中
止
と
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、奄
美
海
上
保
安
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

　
奄
美
海
上
保
安
部
交
通
課

☎（
５
３
）５
５
６
９

生
理
用
品
に
つ
い
て

困
っ
て
ま
せ
ん
か
？

10
月
は「
土
地
月
間
」

10
月
１
日
は「
土
地
の
日
」で
す

　
本
町
で
は
、生
理
の
貧
困
対
策
と
し
て
、生

理
用
品
の
無
料
配
布
を
行
って
お
り
ま
す
。役

場
本
庁
舎
、り
ゅ
う
が
く
館
、り
ゅ
う
ゆ
う
館
、

ど
ぅ
く
さ
や
館
の
女
子
ト
イ
レ
に
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
ご
自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生
理
の
貧
困
対
策
と
は…

…

経
済
的
な
理

由
な
ど
か
ら
、生
理
用
品
の
入
手
が
困
難
な

状
態
に
あ
る
こ
と
や
羞
恥
心
に
よ
り
購
入
を

戸
惑
って
し
ま
う
こ
と
、家
族
の
無
理
解
に
よ

り
入
手
が
で
き
な
い
等
の
方
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。何
か
お
困
り
ご
と
等
あ

り
ま
し
た
ら
、ご
相
談
下
さ
い
。秘

密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

    

男
女
共
同
参
画
担
当
課（
役
場
企
画
観

光
課
）☎（
６
９
）４
５
１
２

た
ち
の
再
犯
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、テ
ー
マ
を「
依
存

症
に
つ
い
て
考
え
る
」と
し
、

薬
物
、ア
ル
コ
ー
ル
、窃
盗

症
、ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
ほ
か
、近

年
問
題
と
な
っ
て
い
る
ネ
ッ

ト
や
ゲ
ー
ム
へ
の
依
存
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

支
援
の
現
状
や
課
題
等
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。

開
催
日
　
令
和
４
年
10
月
21
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
半

会
場
　
奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
ル
）

対
象
者
　
住
民
、医
療
、福
祉
、教
育
、就
労
、

防
犯
団
体
、協
力
雇
用
主
、金
融
機
関
、行

政
、保
護
司

参
加
費
用
　
無
料

プ
ロ
グ
ラ
ム

１
時
　 

◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

１
時
半 

◇
関
係
者
挨
拶
　
　
　
　
　
　
　

２
時
　 

◇
基
調
講
演 

 

２
時
45
分 

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

パ
ネ
リ
ス
ト
／
福
祉
団
体
、医
療
関
係
、就
労

支
援
、保
護
司
会

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／
精
神
保
健
福
祉
士

４
時
20
分
◇
閉
会
の
挨
拶

 

　
北
大
島
保
護
区
保
護
司
会（
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
）☎（
５
７
）７
８
０
０

鹿
児
島
県
再
犯
防
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
依
存
症
に
つ
い
て
考
え
る
〜

　
鹿
児
島
県
で
は
、県
再
犯
防
止
推
進
計
画

に
基
づ
き
、刑
務
所
等
か
ら
社
会
に
戻
っ
た
人

笠利埼灯台
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　竹山産業開発株式会社より、企業版ふるさと納
税として100万円の寄附を頂きました。また、「私ど
もの故郷でもあります龍郷町のまち・ひと・しごと
創生に賛同し、企業版ふるさと納税により応援致し
ます。」とのメッセージも頂きました。
　ご寄附は「結婚、妊娠・出産、子育ての希望を叶
える事業」へ活用させて頂きます。ご支援、心より感
謝申し上げます。

ふるさと納税ポータルサイト『さとふる』
『ふるさとチョイス』『楽天ふるさと納税』

にてご利用いただけます。

返礼品一覧を送付いたします。お電話もしくは
メールにてご住所・お名前をお教えください。
役場企画観光課  ☎０９９７-６９-４５１２
メール kikakukanko@town.tatsugo.lg.jp

龍郷町ふるさと納税

龍郷町へのふるさと納税お待ちしております

企業版ふるさと納税　ご支援、心から感謝申し上げます

電
話
で

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

※龍郷町ふるさと納税の返礼品は町外の方のみご利用可

　　　　　　　　　　　　　　　( 北海道 ) 谷本巌 ( 宮城県 ) 若菜寿子 ( 栃木県 ) 金子明弘 ( 千葉県 ) 早津

龍之介 / 村杉博子 / 伴野智樹 / 北原智恵 / 鈴木麻緒 ( 東京都 ) 重岡栄子 / ジアンタジラニアングレク / 吉田

テレサ / 細谷佳津年 / 山本直史 / 種市雅彦 / 中嶋昭 / 中矢暢子 / 木村光伸 ( 神奈川県 ) 前川知美 ( 石川県 )

菅生朋宏 ( 長野県 ) 中原美代子 ( 岐阜県 ) 田中修 ( 愛知県 ) 小林悠人 ( 京都府 ) 幸山勝寛 / 上谷久高 ( 大阪府 )

鵜飼茂希 / 角田訓章 / 深田憲将 / 米澤顕悟 ( 兵庫県 ) 松本恒平 / 半田篤 ( 山口県 ) 田中貞徳 ( 福岡県 ) 田中

陽子 / 柊田貴史 ( 佐賀県 ) 井上貴男 ( 長崎県 ) 岡勝　敬称略　氏名の公開を希望しない寄附者様 313 名　　　　

　　　　　　　　　　　　

龍郷町へ寄附いただきました ８月分

返礼品登録募集中

心よりお礼申し上げます

あなたのお店の自慢の品も登録しませんか？
個人事業主でも登録できます。

龍郷町では、「ふるさと納税推進業務協力事業者募集要領」に基づ
き返礼品の登録事業者を随時募集しています。新型コロナウイル
スの影響を受けている事業者の皆様からのご相談も受け付けて
おりますので、詳しくは、下記までお問い合わせください。

問合せ先　役場企画観光課☎０９９７（６９）４５１２

企業版ふるさと納税とは……
地方公共団体の地方創生プロジェクトに対して企業が寄附を行った場合に、法人関係税から税額控
除する仕組みです。

\ メリット /　税額軽減が最大 9 割に。社会貢献・CSR 活動・企業 PR・SDGs の取組みに。

\ 寄附の流れ /　①寄付申込書の提出②寄付のご提供（入金後、本町から「受領書」を送付します）③税の申告

お申込み、お問い合わせは龍郷町役場企画観光課☎０９９７（６９）４５１２までご連絡ください。
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●一般書● ●児童書●
・『ばぁ！』さこ ももみ/マイクロマガジン社

・『楽しく覚える 都道府県』長谷川 康男/ナツメ社

・『10ぴきねこちゃん』エミリー・グラヴェット/小学館

・『最強の城へタイムワープ』チーム・ガリレオ/朝日新聞出版

・『チリとチリリ よるのおはなし』どい かや/アリス館

・『かいけつゾロリ きょうふのエイリアン』
原 ゆたか/ポプラ社

・『もがいて、もがいて、古生物学者！！』
木村 由莉/ブックマン社

・『嫌いな教科を好きになる方法、教えてください』
河出書房新社

・『昔話法廷 season５』ＮＨＫ Ｅテレ「昔話法廷」制作班/金の星社

 他

・『青パパイヤのレシピ』+Pプロジェクト/池田書店

・『掬えば手には』瀬尾 まいこ/講談社

・『世界一おいしい野菜の食べ方』JA全農広報部/KADOKAWA

・『大地の五億年』藤井 一至/山と渓谷社

・『世界一受けたい出産準備の講義』
佐藤 彩那/クロスメディア・パブリッシング

・『古きもので作る洋服と小物』吉田 三世/ワニブックス

・『あたらしい洋食器の教科書』加納 亜美子/翔泳社

・『嘘つきジェンガ』辻村 深月/文藝春秋

・『認知症になった家族との暮らしかた』
認知症の人と家族の会/ナツメ社

他

令和4年10月号

問 生涯学習センター りゅうがく館 事務室　☎(62)3110

パソコン超入門
井上 香緒里/技術評論社
　電源の入れ方から文
字の入力、インターネッ
トの開き方など、基礎か
ら丁寧に解説します。見
たまま真似できるよう
な説明で、初心者に最適
の一冊です。

美しい日本の名俳句
1000
今井 義和/彩図社
　松尾芭蕉の近世から
正岡子規以後の近代・現
代 ま で の 俳 人 の 名 句
1000句を掲載。四季折々
の美しさを詠んだ句を
自然・施設・生活・動物・
植物の5つのテーマに分
けました。

押す図鑑 ボタン
西村 まさゆき/小学館
　バスやエレベーター
の ボ タ ン か ら 、「 い い
ね！ボタン」のような仮
想ボタンまで、あらゆる
ボタンを紹介していま
す。人は一日中ボタンを
押しているようです。

ムシてつ
牛窪 良太/白泉社  
　カナブンのこてつは、
電車が大好き。虫たちの
ための小さな小さな電
車「ムシてつ」。今日はこ
てつといっしょに「ムシ
てつ」に乗って遠くまで
おでかけしよう！

読書週間 はじまります
りゅうがく館・本の譲渡会
期間 10月27日～11月９日　会場：りゅうがく館図書館内
除籍資料と寄贈いただいた本を譲渡します

・冊数の制限はありません。在庫がなくなり次第、終了します。
・本を入れるための袋をご持参ください。
・譲渡された本が不要になった場合は、図書室に返却せず、ご自身の責任で処分してください。
・譲渡された本を古本屋に売却したり、オークションに出品することはご遠慮ください。
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　総務省統計局（鹿児島県・龍郷町）では、10月１日現在で就業構造基本調査を実施します。
この調査は、日本の就業・不就業の実態を明らかにすることを目的としており、国が行う調査の
中でも特に重要なものとされる「基幹統計調査」です。
　本町の対象地域は浦集落と大勝集落の抽出された世帯となります。９月下旬から、調査員が調
査をお願いする世帯に伺いますので、調査の趣旨をご理解いただき、ご回答をお願いいたします。

調査の結果はこのように利用されています

副業希望者は増加が続いている
副業希望者は増加を続けており、副業を希望する方
が、その希望に応じて副業を行える環境を整備して
いくことが重要となっております。

男性の雇用者は、子育て世代で長時間労働者の
割合が最も多い　週間就業時間が 60時間以上の
雇用者は男性の 35～ 44歳が最も高く、長時間労
働の是正に取り組むことが重要となっています。

インターネット回答に
ご協力お願いします

わきゃシマの玉黄金 9 september

　　　　　　　　 ひ 　 ま 　 り

大迫 妃麻里ちゃん  R３.９.11 生
  中勝　父  政人　  母   夏希

　　　　　       けいと

盛島 啓叶くん  R３．９.17 生
  中戸口　父   洋也　  母   尋

　　　　　      り ゅ う き

川口 琉義くん  R３．９.24 生
  大勝　父   秀太　  母   友里菜

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。

じ
ぃ

じ
、ば

ぁ
ば、こんなに大きくなっ

た
よ

~♡

も
ぐ

も
ぐ

大

好
き♡ととより大きく

な
る

ぞ
ー

！

お
兄

ち
ゃ

ん
た

ち

大好き！あんよが上
手

に
な

り
ま

し
た

！
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給食センター　きょうの給食
９月13日の給食
麦ごはん、みそ汁、きびなごカリカリフライ、ごま酢和え、牛乳　
　きびなごを丸ごとよくかんで食べましょう。みなさんの歯はむし
歯がなく、しっかりと かみしめることができますか。歯の状態と運
動能力には関係があるといわれます。運動の 大事な場面では、歯
をしっかりと食いしばれないと全力が出せません。そのため、一流
の スポーツ選手は、歯を大切にしている人が多いそうです。みな
さんも歯を大切にして、ここぞというときに大いに力を発揮し
てください。

龍郷町公式ホームページより抜粋

HPをCheck 給食や町内小中学校の様子をご覧いただけます

【
８
月
届
出
】

お
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生
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め
で
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う
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嘉渡 11㊋・25㊋　円  ５㊌・19㊌　

安木屋場 ４㊋・11㊋・18㊋・25㊋　瀬留 １㊏・15㊏

玉里 １㊏・15㊏  屋入 14㊎  浦 10㊊  大勝  19㊌  川内  21㊎

中勝 ６㊍・20㊍12：00～　中戸口 13㊍　上戸口 ４㊋・18㊋　

手広 ２㊐・20㊍　赤尾木 １㊏・21㊎

芦徳 10㊊・12㊌20：00～・26㊌20：00～

10月どぅくさ会　明記ない場合は14：00～

※新型コロナウイルス感染症の状況により、中止になる場合があります

み
つ
き

ゆ
う
と

こ
こ
あ

織田信嗣様（三重県）より麻で製作された龍を寄贈いた
だきました。ありがとうございました。

ありがとうございます。

泉 シマ子さん

大正11年9月13日生まれ

どぅくさぁが宝

100歳

どぅくさぁしもれよ～

86938979957396
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1冊10,000円  1枚1,000円17枚つづり(17,000円分）　プレミアム率70％

・龍郷町に住所を有する年齢18歳以上（10月15日現在）が購入可能。

・本人確認できる身分証をご持参ください。

・お一人様10,000円/１冊まで購入可能。

販売開始 2022/10/15（土）～売り切れ迄　
販売場所 龍郷町商工会　電話：62-2131
販売時間 9：00-18：00
販売冊数 3,000冊
詳細は全戸配布するチラシをご確認ください

アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）

問  役場生活環境課☎６９－４５２５
今年：54件 2022.9.8現在

龍郷町行事予定10月

日 月 火 水 木 金 土

■でぃでぃクラブ
　りゅうがく館
　14:00~16:00

秋名・幾里　木曜　午後２時～
龍郷　木曜　午前９時半～　
大勝　木曜　午後２時～
川内　金曜　午後７時半～
中勝　月曜　午後２時～
芦徳　月曜　午後２時～

■楽らく体操教室■どぅくさ会
　明記がない場合は…
　14:00~

続けましょう
感染対策予防

■保健センター開放
　乳幼児対象 10:30~16:00　

■子育てサロン
　乳幼児対象 10:30~12:00

 保セ …どぅくさぁや館　　がく館  …りゅうがく館

民児協定例会
■どぅくさ会
　芦20:00~

■乳幼児健診
　保セ  12:30~
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会 中戸口

■子育てサロン
■楽らく川
■でぃでぃ
■どぅくさ会 屋

■どぅくさ会  瀬・玉■島育ちマルシェ
島育ち産業館10:00~
　　

■楽らく中勝
■どぅくさ会 浦・芦

■どぅくさ会 嘉・安

土地の日
■どぅくさ会  
　瀬・玉・赤

■どぅくさ会  円 ■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会 中勝

■保健センター開放
■男性料理教室
　秋名10:00~
■でぃでぃ
■楽らく川

小学校運動会
■どぅくさ会  手 ■保健センター開放

■楽らく中勝・芦
■1歳半健診
　保セ  12:30~
■どぅくさ会 安・上

■保健センター開放
■楽らく中勝・芦

■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会
　中勝12:00~・手

定例駐在員会
■楽らく秋・龍・大 ■子育てサロン

■でぃでぃ
■楽らく川

■でぃでぃ
■献血 役場 午後~
■保健センター開放
　相談日
■楽らく川
■どぅくさ会 川・赤

奄 美 群 島 国 立 公 園
ビ ジ タ ー セ ン タ ー
奄美自然観察の森
リ ニ ュ ー ア ル オ ー
プンセレモニー

※町民体育大会は
コロナ感染拡大予
防のため中止とな
りました

■保健センター開放
■楽らく中勝・芦

■どぅくさ会  安・上 ■結核健診 各集落
■どぅくさ会  円・大

■どぅくさ会
　芦20:00~

■どぅくさ会 嘉・安

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

旧：９月15日

■楽らく中勝・芦

旧：10月１日

■在宅家族の会
　がく館 14:30~
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